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abstract

Theauthorsisolatedthecausativebacteriaofheadulcerdiseaseinculturedeels(Ａ"g”"α

/α加”cα)．Andthentheisolateswereexaminedtheircharacteristicsandwereidentifiedas

threebacterialspecies・Wealsoestimatedthepathogenicityofthecausativebacteriatoeels

andtheseasonaldistributionoftheｍｉｎｗａｔｅｒｏｆａｅｅｌｃｕｌｔｕｒｅｐｏｎｄ・Ｔｈｅobtainedresults

wereasfollows．

ｌ）Thethreespeciesofcausativebacteriawereisolatedfromulcerineelsatthreeeel

culturefarmsrespectively・Ｔｈｅｙｗｅｒｅ池γO加0"ａｓノzyc加Pﾉz〃α，fromfresh-waterpondsin

SendaiandMiyakoshimafarms，Ｖ肋γｊ０ｓｐ.,frombrackish-waterpondsinMiyakoshimafarm，

ａｎｄＥ伽αγ応j〃α/αγ血，fromfresh-waterpondsinHiyoshifarm，

２）Thepathogenicityofthecausativebacteria,Ａノ2ydγ0P〃αａｎｄＥ．／αγ血,againsteels

weretestedbymeansofintramuscularinjection、AboutlO7cellsofeachbacteriumperlOO
〆

gofeelbodyweightwastheadequatedoseforinoculation・Underthiscondition,ｍｏｒｅｔｈａｎ

80％ofthetestedeelsulceratedanddiedinfourdaysaftertheinoculationｏｆＡﾉzy〃0P〃α・

ＩｎｃａｓｅｏｆＥ./αγ血８0％ofthetestedeelsulceratedand70％ofthemdiedinsixdaysafter

theinoculation・ThepathogenicityofE．／αγ血wasslightlyweakthanA・ノZydmPﾉz〃α、

３）FieldsurveysoftheabundanceofA,ﾉ2ydγＯ１ＭａａｎｄＥ／αγ”inwaterofaeelculture

pondweremadeninetimesinHiyoshifarm，Therewere3-30×ｌＯ５ｃｅｌｌｓｏftotalbacteria，

１－１０×ｌＯ４ｃｅｌｌｓｏｆＡノ２ydγ0P〃α，ａｎｄｌ－４×ｌ０３ｃｅｌｌｓｏｆＥ．〃ｄａｉｎｏｎｅｍｌｏｆｔｈｅｗａｔｅｒ，The

seasonalfluctuationofthebacterialcellcountswasnotobserved，becausethewater

temperaturewascontroledat22o-26oC・WhensomeeelswithheadulcerdiseaｓｅｂｙＥ.／αγ”

ｗｅｒｅｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅｐｏｎｄ，ｔｈｅＥ．/”血cellcountsinthewaterwerefourfoldhigherthanat

othertimes、

４）Allofthecausativebacteriaarefacultativepathogens．Ｉtseemsthattheyinfect

throughsomｅｄａｍａｇｅｓａｔｈｅａｄｓｋｉｎｔｉｓｓｕｅｏｆｅｅｌｓ．
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各種魚類の増養殖業が普及しつつあるなかで、高密度・速成養殖を指向する養殖技術の改

変は，時には養殖環境を悪化して養殖魚に強いストレスを与える。その結果、魚の生理機能

は乱され，抵抗力は低下して，いろいろなタイプの魚病を誘発している．ある場合には，そ

れが流行病の様相を呈して，大量の蕊死魚を出すことになる．なかでも細菌性疾病は，その

伝染が速く被害が大きいことから，恐れられるものである．

養殖ウナギの細菌性疾病の主なものについては，江草(1978)の成書や水産庁編(1979)の指

針などに詳細な記述がある．それらには鰭赤病(病原菌，地γO加0"ａｓﾉzy〃0p〃α)，パラコ

ロ病（同，Ｅ伽αγ６１Ｍ/α／αγ”)，赤点病（同，Psez吻沈0"z‘ｓα昭”/"se”cα)，ビブリオ

病（同，Ｗ伽０α"ｇｊ"αγ況加)，カラムナリス病（同，Ｆ伽伽cteγＣＯ/"加"αγｉｓ）などが記

載されている。それらいずれの病気とも，必発症状でないにしても，躯幹局部や鰭の基部な

どに発赤，膨隆，潰傷の症状がしばしば見かけられる．

近年,'78年頃から鹿児島県下の加温式や半流水式養鰻場の一部で，体重50～1009位の大

きさのニホンウナギ（Ａ昭”肋/”0"ｊｃａ，以下単にウナギという）に特異的に頭部にのゑ

潰傷を生ずる疾病が発生し始めた．著者らはこのような魚病に対しウナギ頭部漬傷症とよん

でいる．それは，当初ある限られた養鰻場で散発する程度で注目されるほどのものではなく，

その治療法や予防対策が確立されないまま経過した．その後発病率は徐々に高まり，広域に

拡まる傾向がみられてきた．そこでその防除，治療の手がかりを得るため，それら病魚から

発症原因菌を検索・分離して，それらを鑑別・同定した．その結果，それらの原因菌は，養

鰻場によって異なり，北γ0”0"ａｓノZy‘γ０，〃αやＥ伽αγ伽"α/αγ”またはＷ伽osp、

に同定される菌種が認められた．ここではそれらの知見に若干の考察をそえて報告する．

実験材料および方法

供試病魚：1979年４月に,鹿児島県川内市の養鰻場で発生したウナギの頭部に潰揚を生じ

た病魚がもちこまれたのに始まる．その後２年間に，同養鰻場から３回，沖縄県宮古島の養

鰻場から３回，鹿児島県日吉町の養鰻場から２回の計８回にわたって供与うけた病魚を原因

菌の検索，分離実験に供した．病魚はいずれも体重50～1009程度のもので，症状に軽重の

違いはあったが，典型的な頭部漬傷症を呈したものであった。

細菌の分離法：供試病魚の患部や臓器（腎臓，肝臓）および血液などから細菌の分離を試

みた．使用培地は普通寒天培地，１％食塩加普通寒天培地，ゼラチン培地，１％食塩加ゼラ

チン培地の他に選択培地としてＤＨＬ寒天培地（市販)，ＢＴＢティポール寒天培地（市販)，

リムラー･ショット培地（SHoTTsandRIMLER,1973)，サイトファーガ寒天培地（ANAcKE

andORDAL,1955）などである。試料魚すべてにこれら培地の全部を適用したわけではなく，

例えば１％食塩を加えた各種培地やＢＴＢティポール寒天培地は汽水池で養殖されていて発

症した試料病魚から細菌を分離する場合に用いるなど適宜使い分けた。使用培地の平板に試

料を塗抹して，所定条件で培養した．普通寒天培地，１％食塩加普通寒天培地，ＤＨＬ寒天培

地，サイトファーガ寒天培地，ＢＴＢティポール寒天培地は２５℃で２～３日間，ゼラチン培

地および１％食塩加ゼラチン培地は20℃で３～５日間，リムラー・ショット培地は37℃で

１８～２４時間培養した．所定期間培養後，各平板上に現れたコロニーの形状や培地相互の出現
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状況を勘案して，ｌ試料あたり約３０菌株ずつを分離，純化した．分離菌は普通液体培地(又

は1％食塩加普通液体培地)25℃１晩培養し，その培養液0.1”を体重509位の正常なウナ
ギの頭部あるいは躯幹部の数ケ所に皮下注射して潰傷発症性を確かめて，潰傷症の原因菌を

検索した．

原因菌の性状検査と鑑別：発症原因菌株の形態学的，生理・生化学的性状検査および分類

学上の鑑別は“LaboratoryMethodsinMicrobiology”（HARRIGANandMcCANcE,1966)，
WmManualfortheldentificationofMedicalBacteria''’第２版（CowAN，1974)，

"IdentificationMethodsforMicrobiologist''’第２版（SKINNERandLovELocK,1979)，

やBERGEY'sManual，第８版（BucHANANandGIBBoNs，1974）に記載の手順や方法に従っ

た.供試菌株の培養温度は特記しない限り25.Ｃであった.汽水池の病魚から分離された菌株

の性状検査では使用培地すべてに食塩を１％濃度に加えた．

原因菌の病原性試験法：供試菌は，まずその液体培養物０．１ｍlを健康なウナギの躯幹部に

皮下注射して潰傷を発症させ，それから原因菌を再分離する生体通過法によって菌力の回復

を計った．その魚体を通過した供試菌を普通肉汁寒天平板上に塗抹してｌ晩培養し，それを

集菌して滅菌生理食塩水に懸濁(l01oCellS/ｍｌ)し，接種菌懸濁液とした．これを適宜希釈し

て供試した．供試魚は体重509程度の健康なウナギを水槽に移し，水温20～23℃，ポンプで

通気し,毎日1/2量を換水する条件下で３日間馴致させた.それらのウナギに対する供試菌の

感染発症試験は，飼育水槽水中に供試菌を懸濁させ，その中で頭部に各種の傷をつけたウナ

ギを菌浴させる方法と，ウナギの頭部に供試菌懸濁液を注射する方法の２つの方法で検討し

た。ここでは注射法について詳述する.供試ウナギはＭＳ２２２の２万倍希釈液中に５分間程入

れて麻酔をかけ，その頭部または躯幹部に菌液０．１ｍlを皮下注射後，直ちに麻酔をとき前記

条件下で飼育を続け，７日間観察して潰傷の発症や致死を確かめた．この飼育期間中に餌料

は投与はしなかった．

実験結果

１．本病発生の状況鹿児島県川内市地域にある養鰻場では,1975年頃からウナギの頭部に

潰傷症が見かけられたという．その頃は鰭赤病やパラコロ病発生のあとに本症が見られ，専

ら本来の病気の治療にあたっていた.'77～'78年頃から本症を主徴とする病魚の発生が目立ち

はじめ，あらゆる水産薬を使用したが，一時的な防止効果しかなかったとしている．その地

方の１つの養鰻場，そこはビニールハウス６つの内にそれぞれ６～９つのコンクリート製の

加温・半流水式池をもち，全放養量２００トン位の規模である．それら６つのビニールハウス

相互，あるいは同じハウス内の池相互間にも頭部漬傷発症パターンに違いがあり，発症に係

わる要因をつきとめられなかった．そこで1979年６月から１２月までの毎日の発症魚取り除

き尾数を全体規模において図示すればFig.１のようである．この図にはその日々の気温と池

水温度をも併記した．Fig.１から言えることは，６月に発症尾数がやや高いが，気温が高まっ

た７月，８月に発症尾数は減じ，むしろ秋口から冬季にかけ気温と水温の差が大きくなる頃

から発症尾数が増えはじめている．１２月には１０日前後と27～29日頃の２回にわたり明らかな

ピークが見られている．この原因が何であるかは判然とはしなかった．何れにせよこの半年
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Fig.１．Seasonalfluctuationinnumberofeelswithheadulcerdiseaseinaeelculture

farm．

間に40万尾(２０トン)以上のウナギがこの病気のため破棄されたことになり，その被害は大き

いものであった．

２．病魚の症状

本病の潰傷患部は頭部に限られて，鋸蓋より前方部位に形成されるのが普通である．まず

口吻や眼球周辺あるいは頭部などの表皮に白斑が見えはじめ，やがてそこが充血発赤して半

球状の膨隆患部を形成する．そこには崩壊した真皮組織や病原菌などが混った膿様物が含ま

れている．膨隆部が小さいうちに崩れると表皮に穴があいた患部を呈する．その後症状の進

行に伴い表皮がびらん崩壊して潰傷化する．重症のものは顎は欠け眼球は潰れ，頭部骨格を

露呈して醜い頭部を呈する（Platel-l,2,3,4参照)．業者はこの重症魚の状態を四谷怪談のお

岩の醜悪な面相になぞらえて「お岩病」と俗称している程である．患部を切り出し，ブアン

氏液で固定し，常法によって作成したパラフィン切片標本をヘマトキシリンーエオシンで染

色した切片写真をPlatell-5に示した．それには，崩壊した組織の中に原因細菌細胞の広域

な繁殖が見られる．

３．原因菌の分離と確認

供試病魚の由来はＴａｂｌｅｌに示した｡各供試病魚の患部からはその原因菌と思われる菌株

のコロニーが優占的に現われた．それらは各養殖場の病魚によって各種培地上に発育したコ

ロニー形態に差異があった．川内市の病魚の患部から分離された菌は普通寒天平板上によく

１５
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１５

ＳＥＰ．

１５

ＯＣＴ．

１５

Ｎ０Ｖ．

１５３１

DEC．（１９７９）
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Table１．Listofthestrainsisolatedfromculturedeelswithheadulcerdisease．

Ｌｏｃａｔｉｏｎｏｆ

ｃｕｌｔｕｒｅｆａｒｍ

Ｓｅｎｄａｉ､ｓｈｉ

Ｋａｇｏｓｈｉｍａ，Ｐｒｅｆ．

Ｍｉｙａｋｏｓｈｉｍａ

Ｏｋｉｎａｗａ，Ｐｒｅｆ．

Ｈｉｙｏｓｈｉ－Ｃｈ５

Ｋａｇｏｓｈｉｍａ，Ｐｒｅｆ．

Ｗａｔｅｒｏｆ

ｐｏｎｄ

Ｆｒｅｓｈ

Ｆｒｅｓｈ

Ｆｒｅｓｈ

Ｆｒｅｓｈ

Ｂｒａｃｋｉｓｈ

Ｆｒｅｓｈ

Ｆｒｅｓｈ

Ｆｒｅｓｈ

Ｄａｔｅｏｆ

ｓａｍｐｌｉｎｇ

Ａｐｒ、１９,'７９

Ｄｅｃ、６，′７９

Ｍａｒ・’4,′８０

Jan、12,′８０

Jan、24,′８０

Ｍａｙ12,′８０

Ｍａｙ26,′８０

Ｊｕｎｅ４，′８０

Ｓｉｔｅｏｆ

ｉｓｏｌａｔｉｏｎ

Ｈｅａｄｕｌｃｅｒ

Ｈｅａｄｕｌｃｅｒ

Ｈｅａｄｕｌｃｅｒ

Ｈｅａｄｕｌｃｅｒ

Ｈｅａｄｕｌｃｅｒ

Ｈｅａｄｕｌｃｅｒ

Ｈｅａｄｕｌｃｅｒ

Ｈｅａｄｕｌｃｅｒ

Ｄｅｓｉｇｎａｔｉｏｎ

ｏｆｉｓｏｌａｔｅｓ

Ｓ９４－ｌ

Ｓ９Ｚ－１

ＳＯ３－１

ＭＯ１‐l

ＭＯｌ－２

ＭＯ５－１

ＨＯ５－ｌ

ＨＯ６－ｌ

１５１

発育し，灰白色ないし肌色をした光沢ある円形コロニーを作り，ゼラチン培地を液化するコ

ロニーで，リムラー・ショット培地で黄色コロニーを作る菌であった．また，沖縄宮古島の

淡水池での病魚からは，川内市の養鰻場の病魚からと同じ状態の菌が分離された．別に，汽

水池での病魚からは１％食塩加普通寒天平板で拡散（swarming）しない灰黄色の円形コロ

ニーを形成し，それらは１％食塩加ゼラチン培地を液化し，かつＢＴＢティポール寒天平板に

発育する菌が主体であった．一方鹿児島県日吉町の養鰻場で発症した病魚の患部からは，前

２者とは異なり，普通肉汁寒天平板上で直径１～1.2ｍｍ位の小さな乳白色コロニーを作り，

ＤＨＬ寒天平板上では半透明で中心部が黒色のコロニーを形成するものが，ほぼ純培養の形

で分離された．それら分離菌は，継代培養しない新い､培養菌について，ウナギへの潰揚発

症性を検査したところ，各分離主要菌の多くは発症性を示した．しかし同じような形状の分

離菌の中にも発症性がないものも見かけられ，菌株の違いによって発症性が異なっていた．

供試病魚はいずれも臓器及び血液には著しい病変は観察されず，それらからは発症原因菌

も分離されなかった．またいずれの供試病魚からもサイトファーガ培地に発育する

Ｆ伽伽αeγＣＯ/況沈"αγｉｓに類する細菌は見出されなかった．

このように病魚の患部から分離された多くの菌株は性状検査を行ったが，同じ養鰻場の病

魚からは同一原因菌が得られていた．従って本報では調査試料病魚毎に１株の代表菌株につ

いて以下の事項で記述する．その菌株番号はTablelに掲げた．

４．発症原因菌の鑑別と同定

分離された潰傷原因菌株の分類学的位置を決定するために形態学的，生理・生化学的状を

検査した.まず菌属レベルで鑑別するための主要な性状をTable2に示した.Ｔａｂｌｅ２に見ら

れるとおり，すべての供試菌株はグラム陰性，無芽胞性拝状の通性嫌気菌であった．そして

川内市の養鰻場の病魚および宮古島の淡水池での病魚から分離されたＳ94-1,S9Z-1，Ｓ０３

－１．Ｍ０３－１，Ｍ05-1は，鞭毛は極毛性，オキシダーゼ陽性，グルコースを発酵的に代謝し，

0/129に非感受性,グルコースからガス産生,アルギニン分解性で他γO加0"ａｓ属に属すること

がわかった．また，宮古島の汽水池での病魚から分離されたMO1-2は，鞭毛は極毛性で，オ

キシダーゼ陽性，グルコースを発酵的に代謝し,Ｏ/129に感受性，グルコースからガスを産生

せず，アルギニン非分解性でVj6γjO属に属することがわかった．一方，日吉町の養鰻場の病
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Ｃｈａｒａｃｔｅｒ

Table２．Comparisonofbriefcharactersamongthecausative

strainsisolatedｆｒｏｍheadulcerdiseaseofculturedeels．

Flagellation＊

Oxidase（Kovacs）

Glucosemetabolism＊

（O/Ｆmedium）

SensitivitytoO/129

Gasfromglucose

Argininedihydrolase

Ｐ
＋
Ｆ
＋

Ｓ９４－１

Ｓ９Ｚ－１

ＳＯ３－１

ＭＯ１－１

ＭＯ５－１

Ｐ

＋

Ｆ

Ｓtrain ＨＯ５－１

ＨＯ６－１

鹿児島大学水産学部紀要第32巻（1983）

Ｆ

十

Ｐｒ

＋＝positive，－＝negative
噸Ｐ＝polar， Ｐｒ＝peritrichous，Ｆ＝fermentative．

＋
十

魚から分離されたHO5-l，HO6-lは鞭毛は周毛で，オキジダーゼ陰性，グルコースを発酵的

に代謝し，Ｏ/129に非感受性，グルコースからガスを産生し，アルギニン分解性陰性であり，

Ee"花γo6acjeγｊａｃｅａｅ科の性状と一致した．

次いで，各菌科，菌属に属する菌株を菌種レベルで鑑別するために，さらに詳細な性状検

査を行った．各菌属によってその菌属を菌種に細分するための指標とする検査項目には差異

があるが，ここではそれらをとりまとめてTable3とTable4に示した．

BERGEY，sManual，第８版によれば他γO加0"ａｓ属菌は〃'γ0P〃α，”"c伽α，

sα〃0"jc伽の３菌種に分けられている．このうちｓα〃0噸c伽は運動性がなく，水溶性褐

色色素を生成するなど，いくつかの重要な点で前２菌種と相違していて鑑別し易い．これに

対して〃αγ０，〃α,”"c伽αは共に運動性があり，基質利用性などにもも共通性が多く鑑

別しにくく，これら２菌種を総称して運動性Ａｅγ0汎o"ａｓとよんでいる．供試菌Ｓ94-1,S9Z

-l，Ｓ03-1,Ｍ01-1,Ｍ05-1は明らかに運動性Ａｅγ0郷0"ａｓであり，かつ2.3-ブタンジオー

ル脱水酵素酵素を産生することからＡ・ノzy'γＯｐＭａであることがわかる．この菌種はさらに

３亜種に細分されるが，グルコースとグリセロールからガスを産生し，ＶＰ,反応陽性，グル

コン酸を酸化することなどからＡ,ﾉZy〃OPMasubsp､ﾉZy〃0P賊αに同定された．PoPoFF

andVIiRoN（1976）は運動性池γ0抑0"ａｓの分類について，BERGEY'sManual,第８版に

おいてＡ・妙″γ”〃αとＡ・”"c〃αを区別しているグリセロールからのガス産生性と２．

３－ブタンジオール脱水酵素産生性は分類学的価値がないとし，Ａ・ﾉZyαγひP〃ａ（biovarX1，

Ｘ２）とＡ､ｓｏ伽αの２種を提案した．彼らはこれら２種を次のように定義している．すなわ

ちＡ・ノZyaγＯＰﾉz伽，ＡｓｏＭａは，BERGEY'sManual，第８版の池γ0郷0"ａｓ属の基本的

な性状を有しているが,Ａ・ノzy〃”〃αは単独炭素源としてＬ－ヒスチジン，Ｌ－アルギニン，

L-アラビノース，サリシンを利用し，ＫＣｌＶ培地で発育，エスクリンを加水分解，サリシンを

発酵する．それに対して，Ａｓｏ６γｊαはこれらの性状がすべて陰性である．またＡ、



十
十
＋
十
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十
十
十

Table３．Biochemicalandphysiologicalcharacteristicsofthecausativestrains、

－

＋
｜
＋
＋

１

＋,positive；－，negative；（＋),weakordelayedpositive

４
Ｚ
３
１
５

＋
＋
＋

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｍ

ＨＯ５－１

ＨＯ６－１

Ｓtrain

ＭＯｌ－２

Character

＋
＋
＋
＋

＋
＋

Nitratereduction

lndoleproductiｏｎ

Ｈ２Ｓｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

Ｍ．Ｒ・ｔｅｓｔ

Ｖ・Ｐ・reaction

Gasfromglycerol

Gelatinliquefaction

Catalase

Urease

Phosｐｈａｔａｓｅ

２．３－butanediol

dehydrogenase

Gulconaｔｅｏｘｉｄａｓｅ

Ｐｈｅｎｙｌａｌａｎｉｎｅｄｅａｍｉｎａｓe

Citrateutilization：

Ｋｏｓｅｒｓｍｅｄｉｕｍ
ツ

Ｓｉｍｍｏｎｓｓｍｅｄｉｕｍ
，

Decarboxylases：

Ｌ－Ｌｙｓｉｎｅ

Ｏｒｎｉｔｈｉｎｅ

Ｌ－Ａｒｇｉｎｉｎｅ

Ｌ－Ｇｌｕｔａｍｉｃａｃｉｄ

Ａｍｉｎｏａｃｉｄａｓｓｏｌｅ

ｓｏｕｒＣｅｏｆｃａｒｂｏｎ：

Ｌ－Ａｒｇｉｎｉｎｅ

Ｌ－Ａｓｐａｒａｇｉｎｅ

Ｌ－Ｈｉｓｔｉｄiｎｅ

Ｌ－Ｇｌｕｔａｍｉｃａｃｉｄ

Ｌ－Ｓｅｒｉｎｅ

ＧｒｏｗｔｈｉｎＫＣＮｂｒｏｔｈ

Ｇｒｏｗｔｈａｔ３７℃

Ｇｒｏｗｔｈｉ、７．５％ＮａＣｌ

Ｈａｅｍｏｌｙｓｉｓ

十
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十

妙q/γ0p〃αは２つのBiovarに分かれ，ＡノZyq/γ妙加abiovarX'は，Ｖ,Ｐ・反応陽性，グ

ルコースよりガスを産生するが，Ａ､ﾉZy‘γoP〃αbiovarX2のＶ､Ｐ､反応とグルコースから

のガス生成は陰性である．

＋

＋
十

＋
＋

１
１
＋
＋
Ｉ
Ｉ

(＋） ＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋ 十

十
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十

Table４．Carbohydrateutilizationofthecausativestrains．

十

＋

Ｓ９４－ｌ

Ｓ９Ｚ－ｌ

ＳＯ３－１

ＭＯ１－ｌ

ＭＯ５－１

Ｓtrain ＨＯ５－１

ＨＯ６－１

ＭＯ１－２

Carbohydratさ

Acidfrom

Arabinose

Xylose

Glucose

Fructose

Mannose

Sorbose

Sucrose

Lactose

Maltose

Melbiose

Trehalose

Cellobiose

Raffinose

Starch

Dextrin

Glycerol

Adonitol

Mannitol

DulCitol

Sorbitol

lnositol

Salicin

Esculi、

＋
＋
＋

＋
＋
＋
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＋
十

そこで，ここで分離されたS94-l,S9Z-1,Ｓ03-1,Ｍ01-1,Ｍ05-1をPoPoFFandVERoN

の分類に照らすと，ＫＣＮ培地で発育，エスクリン加水分解し，サリシンを発酵する．また，

単独炭素源としてヒスチジンとアルギニンを利用，Ｖ・Ｐ､反応陽性，グルコースよりガスを生

成するという諸性状よりＡ､ﾉZyd岬加abiovarX1に同定される．この新しく発表された分

類体系に対してMAcLNNEsandTRusT（1979）は，Ａ〃αγ０，〃αとＡ・ｓｏ伽αのＤＮＡ

ハイブリッド形成を行った結果,ケノムの大きさを考慮すればPoPoFFandVERoNの分類

は遺伝学的に妥当であることを報告している．このようなことから，最近Ａeγ0”0"ａｓ属に

関する文献の中にはPoPoFFandVERoNの分類を採用している向きがあるのでその鑑別結

果も付記した．

次に，Ｗ６γｊＯ属は，ｃﾉzOﾉeγαe,ｐαγαﾉzae加0砂がcz‘s，α昭〃/αγ"”,〃sﾉzeγj,COSがｃＯｊａ

の５つの菌種に分けられている．ここに分離されたMO1-2は"γαﾉzae郷0J(y"cz‘ｓと

α"g”"αγ況沈のいずれかの菌種に属させるべき性状を示している．しかし，Ｖ,Ｐ，反応，

＋
＋
十

＋

＋
＋
＋

＋
＋
＋

＋ ＋ 十

＋
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アルギニン加水分解性，リジンおよびアルギニン脱炭酸性，シュークロース，メリビオース，

サリシンからの酸の生成性などの性状はα"g”"αγ況沈と異なり，また７．５％食塩加肉汁培

地に発育しないことは，αγα畑e加Ojy"cz‘ｓとも異なっている．従ってそのいずれに属するか

は決めかねるあいまいなところがある．楠田ら（1979）は従来から魚病の原因菌として分離

されているｗ伽o属細菌を総括して第１，１１，III群とｖ､，αγαﾉzae”oZy"cz‘s類似菌とに群

別していて，その第Ｉ群がｖ､α昭”"αγ況加に相当する．この群別に従えばここで分離した

MO5-2は，その第II群に近似する菌であることが知られた．よってここでは，あえて種名を

決めずＷ伽Ｏｓｐ､とする．

次いで，Ｈ05-1,HO6-1は，ＩＭＶｉＣ反応は＋＋一一で硫化水素産生陽性，マルトース，フ

ラクトース,マンノースを分解し酸を生成するがアラビノースをはじめその他１３種の糖は分

解しなかった.これらの性状からこれら両菌株はＥ伽αγqIsje"α属に属するものと思われる．

E伽αγ伽e"αは１属１種で菌種としてｊαγααのゑが記載されており，従ってHO5-l,HO6-l

はＥ伽αγＪｓｊｅ〃“αγ血と同定された．

このようにウナギ頭部潰湯症の原因菌は，養鰻場によって異なっており，川内市および宮

古島の淡水池のものはＡ勿dγＯｐＭａ，宮古島の汽水池のものはｗ６γj0sp.，そして日吉町

のものはEtardaであった．いずれも頭部にかぎって潰傷を形成する点や，臓器に顕著な病

変が認められないことなど,起病性は類似している．また,汽水池の発症原因菌Ｖ必γj0sp.は

１回の検索に止まっているが,数回の検索を行った他の２つの養鰻場において,潰傷症の原因

菌は時期が違っても同じ原因菌が分離された．このことは，養鰻場ごとに池水中の基本的な

細菌相は異なり，それらはあまり変動しないことを示唆している．また各菌種による潰傷の

症状には軽重の差が認められた．すなわちＡ・ﾉzy〃０，〃αによる潰傷は，多くがびらん崩壊

して頭部全体に拡がっているのに対し,ｗ伽ospによるものは,小さくびらんしている程度

である．Ｅｊαγq/αによるものは，多くは膨隆患部を形成してその中に膿汁が貯っており，こ

れが崩壊してもクレーター状に陥没した状態を呈するに止まった．それはそれらの菌種のタ

ンパク質分解力の違いによると思われる．つまりＡﾉzy"抑ﾉz伽はゼラチン培地を速かに液

化するのに対し，Ｗ６γj0sp・はそれが劣り，Etardaにはそれがない．結局ウナギの頭部漬

傷症はＡ・加αγひ，〃αによるものが症状が重く被害も大きいが，他の２種によるものは症状

が軽く被害も少ないので，ややもすれば見逃されるか，あるいは重症なＡ、ノzy〃0ｐ〃αによ

る潰傷の初期段階と誤認されている向きがある．

５．分離原因菌の病原性

試料病魚からの分離菌は，分離後すぐにその発症性を検査して陽性のものを原因菌と見な

した．そこで，ここではそれよりさらに詳細に定量的な病原性試験を行なった．この試験の

供試菌はＡﾉZyC加，〃ａ（S94-1）とＥ､〃”（HO5-1）である．実験方法の項で述べたよう

に，病原性試験は飼育水中に供試菌を懸濁させ菌浴させる方法と供試菌を皮下注射する方法

で行なった．

まず菌浴法では,供試菌懸濁液を飼育水中に加えて約106CellS/ｍｌの濃度に懸濁した.そし

てその中に，頭部を解剖用のメスで切り傷やこすり傷を，あるいはむしピン５～６本を束ね

たもので刺し傷をつけたりしたウナギを入れて飼育した．各供試菌について５尾のウナギを

用いて試験した．その結果，７日間の観察期間中に，当初傷の部分にうすく白斑を生じたも
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Table５．PathogenicityofA，ノ２ydγ0P〃ａ（S94-1）ａｎｄＥ．ｊαγ血（HO5-l）against
Japaneseeelsbyintl･amuscularinjection．

Strain

Ａ・ｈ９ｄγｏｐｈｊ/α

（Ｓ９４‐１）

Ｅ、ｔαγｄα

（ＨＯ５‐１）

Ulceration

Or

Death

Ulceration

Death

Ulceration

Death

１

１２／2０

８／2０

１／2５

０／2５

２

１６／２０

１２／2０

６／2５

１／2５

Ｒate＊

Daysafterinjection

３４５

１６／２０１６／２０１６／２０

１４／２０１６／２０１６／２０

１２／２５１５／２５１８／2５

６／２５１２／２５１５／2５

６

１６／２０

１６／２０

２１／２５

１８／２５

７

１６／２０

１６／２０

２１／２５

１８／2５

lnjectiondose,lO7cellsperlOOgbodyweight;Fishmeanbodyweight，５０９；Watertemparature，

20-23.C・＊Numberofeelsulceratedordied／Numberofeelstested

のが見られたが，それらを含めすべての試験魚に潰傷の発生は見られなかった．

次に注射法では，さきに病魚からの細菌分離に際して行なった発症性検索実験において，

ほぼlO7cellsの注射によって発症することが知られている．そこで，ここでは実験方法の項

で述べた手順に従ってウナギ体重1009に対しlO7cellsの菌量を多数のウナギに皮下注射し

て飼育し，それらの発症率，致死率を検討した．その結果はＴａｂｌｅ５に示されている．Table

５からわかるように，接種菌種によって病原性に差が認められた．すなわちＡﾉZy〃０，〃α

(S94-l）を接種されたウナギは，１日後には試験魚20尾中１２尾が潰傷を発症しており，その

うち８尾は擁死していた．２日後には16尾が発症し，すでに１２尾は死亡’４日後には発症

した１６尾のすべてが死亡してしまった．７日後に生き残っていた４尾は初期に注射部に白斑

を生じたが，それが潰傷にまで至らずそのまま耐過した．このようにウナギの個体によって

も感受性が異なる様子がうかがえた。致死魚はいずれも頭部，躯幹部に潰傷を形成しており

(Platell－６，７参照),それらは自然発症の病魚に認められる潰傷と似ていた．蕊死魚からは

患部はもちろん，腎臓，肝臓からも接種菌をほぼ純培養の状態で再分離することができた．

このことは，被接種魚が全身的な敗血症まで進行して蕊死に至ったことを示している．一方

Ｅ､/γα血（HO5-1）を同じように注射したウナギについてみれば，上述のＡ・ﾉZyq/γ0p〃αの

病原性に比べて弱い傾向が見られた．すなわち，接種魚25尾のなかで接種１日後では１尾だ

けが軽く潰傷を発症した．接種２～３日後に注射部の潰傷が目立ちはじめ，２日後に６尾，

３日後に１２尾が発症していた．致死魚も２日後に１尾，３日後に６尾と増加している．接種

後３～４日目に発症魚，致死魚の現れが多かった．その後７日目までに発症魚２１尾，致死魚

１８尾で，残り４尾は潰傷も発生せず生き残った．潰傷を生じながら，または潰傷を生じるこ

となく生き残った接種魚の臓器からは接種菌の再分離はできなかった．先に，自然発症にお

いてＡ・ノzyd/γ”〃αに比し，Ｅ・加γ血による症状が軽症であることを述べたが，そのこと

を実験的にも認め得た（platell-8参照)．分離岡6γjosp.(MO1-2）の病原性は，汽水池で

養殖された健康なウナギの入手がおくれ試験できなかった．

６．養鰻池水中における全生菌数および４．伽drop賊JαとＥ・加r血生菌数の変動

養殖ウナギの頭部漬傷症の原因菌は淡水池のものではＡノzy″”力加αとＥ，/αγααである
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Ｆｉｇ．２．

ことがわかったが，本実験では養鰻池水中の全生菌数およびＡ・ノZyCIIγＯｐＭａとＥ、/αrdZzの

生菌数を選択培地を用いて測定し，これら生菌数の変動と疾病の発生との関係を検討した．

調査養鰻池は鹿児島県日吉町の養鰻場の1つの池を指定した．その池はＥ,/αγ”による頭

部漬傷症が発生した池である．調査池の供給水は，地下水で塩分をほとんど含まず，飲料水

にも適する．それをボイラーで加温しつつ供給し，池水は１日１回転の割合で交換している．

調査した池は面積が1,400ｍ２，平均水深が35ｃｍで，池底は砂である．一般に池水は濁って

おり，池水中にアオコは認められないが，ユスリカ幼虫が発生していた．そこには大型の成

鰻ばかりを放養していた．調査は1981年５月から１１月にかけて９回行なった．試水採取時

刻は午後１時前後で，水温を測定後，表層から約10～15ｃｍ深さの水を滅菌ポリビンで採取

した．試水はクーラー中で氷冷し，急ぎ研究室まで持ち帰り，採水後１時間内には菌数測定

を行なった．使用培地は全生菌数測定用として普通寒天培地を，Ａﾉzy〃0p〃αの選択計数

にはリムラー・ショット培地を，Ｅ〃γdZzの選択計数にはＤＨＬ培地を用いた．試水の５倍

希釈系列を作り，その適当な５段階の０．１ｍlを各培地の平板に塗抹接種した．培養方法は実

験方法の項に記した通りであり,普通寒天平板に現れたコロニーの全てを数えて全生菌数を，

リムラー・ショット寒天平板上の黄色コロニーを数えてＡﾉzy'γ０，Ｍα生菌数を，ＤＨＬ寒

天平板上で中心部黒色半透明円形コロニーを数えてＥ､ｊ”血生菌数を，それぞれ算出した．

池水採水時の水温と各菌種の生菌数の変動はFig.２に示した.それによると,調査期間中，

水温は２０℃以下になることはなく，５月～６月は23.Ｃ前後，７月～９月は２５～26.C，

１０月～１１月は23.Ｃ前後であった．池水中の全生菌数の変動についてふれば,調査期間中,そ

れは３～30×lO5cells/ｍｌであった．またＡﾉZy伽伽加生菌数は１～１０×l04cells/ｍｌで，
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全生菌数の３％位であった．一般に水温の上昇期（６月下旬～７月中旬）には，その生菌数

が増大する傾向がふられた.Ｅ､/αγ"α生菌数は１～4×103cells/ｍｌで,全生菌数の0.3％,Ａ・

ﾉzy伽，〃αの４～10％に相当する菌数であった．全生菌数とＡ,ﾉzyc1Iγ0ｶﾉz加生菌数の相互

関係について，両者は５月から７月中旬まではよく似た増減パターンを示したが，９月から

１１月には，全生菌数の増加に反比例してＡ､加伽Ｏｐ〃α生菌数は減少した．一方，全生菌数

とＥ､〃γ血生菌数の間には判然とした相互関係は見出されなかった．この池において,１０月

１７日の調査時に頭部漬傷症病魚が認められ，その患部からＥ・オαγ血が分離確認できた．そ

こで，その頃の池水中でのＥ､/αγ血生菌数を見ると，本病が発生する前の５月～７月の５回

の調査時よりも，本病発生後の９月～１０月の３回の調査時の方がＥ､ｊαγ血生菌数は高かっ

た．すなわち前５回の平均が1.3×l03cells/ｍｌであったのに対し，後３回のそれは5.3×l03

cells/ｍｌと約４倍に増加していた．また病魚の発生が認められた頃，全生菌数は増加し，逆

にＡ､ﾉzydγOpﾉz"α生菌数は減少していた．そしてその頃池水は以前に増して濁っていた．こ

のように頭部漬傷症発生時は，池水中の細菌相が量的に変化し，かつ水質も悪化していたと

思われる．これらのことから，主な菌種の生菌数を定期的に計数しておれば，病原菌の増加

により病魚の発生を予知しえて，未然に対策を講じ得よう．ついでに，調査池の水中にはＥ

ｔαγ６１/α生菌数にまさるＡ・ノzydγ0”α生菌数がありながら，それによる潰傷症は発生しな

かった．その理由を知るには，実験に使用した選択培地の選択性の精度やその菌種中の病原

株と非病原株の区別など細かな検討を要する問題が残されている．

考 察

養殖ウナギ頭部漬傷症の原因菌の1つと認められたＡ・ノzy〃妙加αは，現在ウナギ鰭赤病

の原因菌として知られているものである．また古く欧州で見られたヨーロッパウナギのRed

Pestの原因菌でもある．保科（1962）は鰭赤病の外観的病状を，（１）躯幹部に腫揚性あるい

は潰揚性の患部が見られるものと，（ii）このような患部がなく鰭，皮唐などの発赤が著明で

鰭赤病の名にふさわしい病状を呈するものとの２型に区別している．そして，病理解剖学的

変化の頻度について，採集された鰭赤病魚664尾の中で，腸炎の見られるものが最も多く８０

％，体表のどこかに発赤のあるもの５７％，躯幹部に化膿性あるいは潰傷性患部をもつもの

15.7％であったと述べている．江草（1978)は著書のなかで，古くヨーロッパウナギのRed

Pestでは，頭部に膨隆患部を生じ，その皮膚が崩壊して潰傷となることが多いと報告されて

いたが，近年かなり多数の病魚を観察してきたところでは，そのような患部はごくまれにし

か観察されなかったと記述している．これらのことから本報の知見は，かつて副次的病状と

して時たま見られていた潰揚，それを主徴とする魚病が近年流行し始めていることを示唆し

ている．保科（1962)が鰭赤病魚から分離したＡ・”"c伽ａ（現在ではＡ､ﾉZy〃0P〃αに再

同定されている）菌株のゼラチン液化性は16～20.Ｃ培養でlOmlのゼラチン培地を３週間

で液化したと報告している．これに対して本報で分離したＡ､ﾉzy〃ＯｐＭａ菌株は２０℃培養

で約６ｍlのゼラチン培地を３～５日間で完全に液化した.またカゼインや凝固卵白をも分解

し，タンパク分解力の強い菌株であった．そして分離菌株の中で，タンパク分解力の強い菌

株ほど潰傷発症性も強かった．よって本報の分離菌株は，強力なタンパク分解作用によって
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特徴づけられる潰傷型の病原菌株である．BoJLANGERejα/、（1977)やOLlvERe／α/、

(1981）は,ウナギを含む数種の淡水性の健康魚や病魚から多数の運動性北”"0"ａｓ菌を分

離し，それらをPopoFFandVERoNの規準に照らして，Ａ、ノZy'γひP〃/ａ（biovarX1,Ｘ２）

とASO伽αに鑑別した．それらはプロテアーゼ，レシチナーゼ，溶血素，細胞毒素などの

細胞外酵素を生産し，またエンテロトキシン活性や皮層壊死活性を有することを見出した．

そして，それらの活性は菌種，菌株によって異なることを見出している．例えば皮層壊死活

性は病魚から分離されたＡ・ノzjﾉ〃ＯＰＭａｂｉｏｖａｒＸ１で強く，健康魚から多く分離されたA

SO伽αでは弱かったと報告している．その点,本報で分離されたＡﾉZy'γ”〃αがPOPOFF

andVERoNの分類のbiobarX1と同定されたことは，上記の性格ともよく符号している．

SHoTTsandRIMLER（1973）は，Ａ・ノ2ydγ0P伽αの選択培地としてリムラー．ショット

培地を考案した．この培地の平板上(37℃，１８～２４時間培養)で，その菌は黄色コロニーを

形成する．これに似た黄色コロニーを作るものとして腸内細菌科のＣ"γo6acjeγ属菌の一部

がある．従って黄色コロニーを釣菌してオキシダーゼ試験を行ない，その陽性菌株をＡ

ﾉzy〃叩加α類似菌とみなす．また，Ａﾉzyq/伽〃αでもノポビオシン感受性株やリジン脱炭

酸陽性株はこの培地では選択できない。（ＫＡＰＥＲｅ／α/､,1979)．このようにリムラー･ショッ

ト培地のＡノzy"γ0p〃α選択性にはなお誤認の余地がある．よって，Ｆｉｇ．２で示されたＡ

ﾉzy‘γ0p〃α生菌数の精度には疑問があるが，菌数の変動傾向を知る一応の目安にはなろう．

Ａﾉzy〃0p〃αは魚類に対する病原性ばかりでなく，ヒトに対しても腸炎起病性を有し食中

毒原因の一員に数えられている．従って，公衆衛生面からも，この菌が汚染指標菌として役

立つとされ，この菌の検出，計数法の確立や鑑別の簡易化が計られている．ＫＡＰＥＲｅ／α/

(1979）はＡＨ培地と呼ばれるこの菌の選択培地を新しく考案している．それはリムラー・

ショット培地におけるα伽6ａｃｒｅγ菌誤認の欠陥を避け，Ａ､ﾉ２Jﾉ〃0力加αと腸内細菌科菌と

の細部にわたる鑑別をおりこんだ選択培地である．

河川水や沿岸水など自然水におけるＡﾉZy'伽加αの分布やその季節的変動が，選択培地

を用いて調べられている．ＨＡｚＥＮｅ／α/､（1978）は米国とプエルトリコの１４７の水域を調査

し,そのうち135水域からＡﾉZy伽P〃αを検出した.そしてその菌数は１０～lO3cells/ｍｌの

範囲で変動する程度であった．またＣＡｖＡＲｌｅｊα/,(1981）は米国Anacostia川の水深６ｍ

層におけるこの菌数の季節変動を調べた．それは８月水温２７～２８℃の頃に最も高い３００

cells/ｍｌで，２月水温0.5.Ｃの頃には10cells/ｍｌと最低であった.その川底の推積物中のそ
れは８月に最高の105cells/ｇで，水温低下に伴って減少し２月に最低のlOcells/ｇであっ

た．また，その川でダイビングの訓練中の人々 は，潜水後，水中眼鏡や耳からＡﾉzy〃”〃α

が分離され，その検出率は８～１０月に高かったと報告されている(SEIDLERe／α/,，1980)．
さらにＡ,ﾉzyαγ0p〃αの生育に関する温度特性を，温泉水や原子力発電所の温排水が流入す

る河川水の温度勾配の中で検討したHAzENandFLIERMANs（1979）は，この菌の生育温

度域は約１１｡～40.Ｃで，適温は２１｡～３２°Ｃであったとしている．本報で調査した養鰻池の水

温は２２｡～２６℃に調節されており，この温度はＡ､ﾉzyαγ0p〃αにとって適温である．加えて

池水が残餌などによって富栄養化されることと相俊って，養鰻池水中のその菌数は河川水中
のそれよりも相当高い値になることがわかる．

ヒトに対する４.ﾉZy〃”伽αの感染症例について，ＨＡＮｓｏＮｅＭ/,（1977）は，水泳中，
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額を負傷し，そこからこの菌が感染して蜂巣炎を起こした患者について報告している．彼ら

はこの菌の外傷感染における特徴的な症候群について，（ｉ)急激な化膿を伴う局部的な炎症

の発生，（ii）遅緩性発熱（38。～40°Ｃ)，（iii）白血球増加症などをあげている．そしてこの

外傷感染の抗生物質治療には，gentamicin,aminoglycosideが望ましいとしている．また，

この菌はかなり頻繁にヒトの病原菌となっているとも付記している．別にJOSEPHe/α/、

(1979）も，川で潜水訓練中のダイバーが被った刺し傷が化膿し，そこからＡ〃α畑，〃αと

Ａｓｏ６γｊαが検出されたと報告している．このように，Ａ・ノZyC加p〃αが人体に対して皮層

感染するには，皮層の外傷がその前提条件になっていることがわかる．そのことからウナギ

の潰傷症の感染経過をも類推しうる．すなわち本症もまた何らかの原因によって傷つけられ

た頭部が感染の足場になっていると思われる．

次に，淡水養鰻池でのウナギ頭部漬傷症の原因菌のもう１つ，Ｅ､ｵαγ血について言えば，

この菌種はウナギのパラコロの原因菌であるばかりでなく，他の魚類に対する病原菌として

も知られている．例えば，楠田ら（1977）は頭部や体側の皮層に出血性びらん，腎臓と牌臓

に多数の小白斑が認められる養殖チダイの病魚からこの菌種を分離している．ＷＹＡＴＴｅオ

α/､（1979）は，ナマズ養殖池の水から，彼らが考案した選択培地を用いた最確数法によって，

Ｅ〃血の生菌数を計数している．その結果は，水温の変動に伴って菌数の変動が大きく，

水温が高い８月に１，lOOMPN/100ｍlを数え，それは４月の20～100倍も高かった．本報の

調査池での測定値(Fig.２)は上記の値を100倍する菌数であった．この菌種のヒトへの感染

例は，熱帯性下痢症が知られている．DAMMEandVANDEPITTE（1980）は，Ｅ、ｔαγ血に

よる熱帯性下痢症は淡水魚の摂取もしくは接触によって発病すると考えた．そしてアフリカ

の河川や湖で捕獲されたティラピアなどの腸管内からこの菌の分離を試み，５９尾のうち３４

尾から本菌種が分離されたと報告している．このようにＥ、/αγ血も淡水系に広く分布して

いる菌種である．

次いで，汽水池でのウナギ頭部漬傷症の原因菌，Ｗ６γiOsp・も，それに類する菌種が古く

からヒトの腸炎や魚病原因菌として知られている．Ｖ伽勿属菌を原因菌とする魚病はビブリ

オ病とよばれているが，各原因菌株の鑑別に関しては細部に至ると未整理の部分がある．Ｖ、

α"g”"αγ況加を原因菌とするウナギのビブリオ病の外観病状は,躯幹部や鰭に発赤があり，

一部には体表に出血性の潰傷が見られた(城･室賀，1972)．本報で分離したＷ伽0菌は，分

類学的な細部にわたる検討が十分でなく，Ｗ伽Osp､とし，楠田ら(1979)のII群に類する菌

株であると述べるに止めた．このII群は海産魚の潰傷病の原因菌を含む菌群であり，汽水性

の菌株が多い．

本報で分離されたこれら３種の細菌はいずれも条件性病原細菌（Facultativepathogen）

のカテゴリーに入るものである．従ってこれらによって起こる疾病は，宿主が何らかの原因

で損傷をうけ，その防御機構が弱まっていることが前提になる．若林ら（1970）は，1966年

以後にウナギのカラムナリス病が急速に流行し，その時期が配合飼料の使用が普及した頃と

符合していることから，ウナギが配合飼料を摂餌するとき，飼料中の粗い粒子が鯛葉間を通

過する際に鯉上皮に微細な傷ができ，そこからカラムナリス菌が侵入するのではないかと示

唆している．このようにカラムナリス病では，鯛の損傷が感染要因の1つに数えられている．

本報のウナギ頭部漬傷症は，その症状からふて明らかなように，原因菌の皮層感染によって
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起っている．しかし，頭部に小さく傷をつけたウナギを菌浴させても発病しなかったことを

考え合わせると，かなり深い傷を感染門戸としていると思われる．ウナギの体表が傷つく場

合として，（ｉ）池替えや選別の時，（ii）水車や池壁への衝突によって，（iii）投餌の際不備

なエサカゴによって，（iv）飼料中のある種配合素材による口吻部の損傷，さらには（ｖ）ス

トレスを負ったウナギ同志が１１交み合う場合，などがあげられる．もともとウナギの躯幹部に

は微小鱗があって保護されているが，頭部にはそれがなく損傷を受け易いと言えるが，特に

頭部前面に限って傷をうけるのは上記（iii)，（iv)，（ｖ）の場合が考えられる．（iii）につい

て，ウナギがエサカゴの外側から餌に食いついく様は激しく，エサカゴが使い古されたりし

て少しでも不備があれば，頭部に傷を負うことは十分うなづけることである．また（ｖ）に

ついて，高密度養殖されている池で，水温の変化や水質の悪化などによってストレスを負っ

たウナギは神経過敏となり，しばしばお互いに首をもち上げて頭部を攻撃し合う行動を見せ

る．その際，頭部前面にかなり深い傷を負っている魚を見かける．（iv)について，現場で投

餌されている配合飼料を調べた限りでは，口吻部，口腔内に傷を負わせる要素は見あたらな

かった．従って，頭部漬傷症の感染門戸となる損傷は，（iii)，（ｖ）の場合に生じるものであ

ろう．感染発症したウナギの患部は，殆んどがびらん崩壊しているので，そこから病原性の

強い菌が水中へ排菌されて他のウナギへと伝播していると考えるのが妥当であろう．条件性

病原菌による魚病の発症要因を検索する場合，病原菌についての検討は勿論であるが，宿主

である魚がそれらの菌に対して感受性を増した理由をも究明すべきである．この種条件性病

原菌による発病は今後ますます増加し多様化するだろう．少なくとも養殖池水にはいろいろ

な条件性病原菌が存在して魚の隙を狙っている．それに冒されないためには，養殖池の構造

や大きさに応じた適正な養殖密度を把握して，魚の生理，生態的習性にそった養殖環境を整

え，水温の変化や水質の悪化などストレス要因を排除することが肝要である．それらの病原

菌は前述のように人に対しても条件的に病原性を発揮して腸炎や化膿症をひきおこすので，

この種の業務に関わる人々は，健康や衛生面の管理に十分留意すべきである．

要 約

近年，養殖ウナギの頭部に潰傷を生じる疾病が発生している．本報ではその原因菌を分離

し，細菌学的性状を究明し菌種を同定した．次いでそれら菌種のウナギに対する病原性や養

鰻池水中における分布をも検討した．それらの結果から，次のような知見を得た．

１，川内市の養鰻場と宮古島の淡水池で発生したウナギ頭部漬傷症の患部から分離された

原因菌は池γひ”0"ａｓノZyq/γ妙加asubsp・ノZy"γOPﾉz"αと同定された．また宮古島の汽水池

でのそれはＷ６γj0sp.，日吉町の養鰻池でのそれは，Ｅ伽αγ伽e"α〃”であった．このよ

うに原因菌は養鰻場によって異なったが，同じ養鰻場では２年間に行った数回の調査では，

同一原因菌が検出された．

２，原因菌の病原性は,接種(皮下注射)菌量l07cells/lOOgウナギ体重で,Ａ､加伽P〃α

では接種４日後に試験魚の８０％が典型的な潰傷を生じ，発症魚の全てが死に致る程度で

あった．他方，Ｅ、ｔαγ血では接種６日後に８０％が発症し重症のもの７０％が死に致る程度

で，Ｅ・〃血の発症性はＡ・ノzy〃妙加αのそれよりやや弱かった．
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３．日吉町の淡水養鰻池水中にあって,全生菌数３～30×105/ｍ′に対し,Ａ・妙α幼〃α生

菌数はｌ～１０×104/ｍ'，Ｅ・〃血生菌数はｌ～4×103/ｍ'程度が常時存在していた．そし

て，その池でＥ､〃”による潰傷症が発生した頃には，全生菌数は増加し，ＡﾉzyqIγ0p〃α
は減少し，原因菌であるＥ､〃血はふつう時の４倍に増加し，池水中の細菌相に量的変化が
現れた．

４．ウナギ頭部漬傷症の発症要因は，投餌の際エサカゴの不備などによって被ったウナギ

頭部の損傷，あるいはストレスを負ったウナギのI交承合いによって受けた頭部の傷などを感

染門戸として，原因菌が感染し，ストレスの負荷などによって抵抗力が低下していたことな

どと相俊って発病に至ったと考えられる．
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ExplanationofPlates

Eel（１）withheadulcerdiseasecaughtinSendai､shi

Eel(2)withheadulcerdiseasecaughtinSendai-shi

EelwithheadulcerdiseasecaughtinHiyoshi-chO

EelwithheadulCerdiseasecaughtinbrackish-waterpond，Miyakoshima

Bacterialcellsoccuredbyextensivegrowthintheulcer（E-Hstaining）

InducedulcerdiseaseineelbyintramuscularinjectionofA，ノ２ydγ0P〃/α

EelsdiedbyinjectionofAノZydmP〃α

InducedulcerdiseaseineelbyintramuscularinjectionofE．/αγ血
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